

































































































ｴ 無計画を戒めるため，調査書の即日発効は出来ても受け付けない。           
④ その他のクラス指導 
ｱ 欠席したら，次の日は，朝一番に一言報告させる。（体調が戻ったのかなど） 
ｲ 何か言う時は，相手に伝わる表現をさせる。何を言いたいのかが推測出来て
も自分でしっかり表現することを求める。 
ｳ 誰かから注意を受けることに慣れていない生徒が多い。教員から注意される
機会は，自己表現を学ぶ良い機会なので，どう振る舞うべきか，なぜそうなの
かを丁寧に説明する。  
⇒「ダメなものはダメ」的な指導の方が効く時もあり，根拠を明らかにし
て指導するのが常に効果的な訳ではない。ただし，教員側は常に，なぜそ
の指導をするのか，その指導が目指す生徒像はどのようなものなのかを冷
静に考えながら指導に当たらなくてはならないと，私は考えている。 
ｴ 先生不在で机の上に提出物などを置いて行く場合には一言メモを添えさせる。 
ｵ 相手に合わせて，ことばづかいを変えることの指導も力を入れている。 
（2）生徒会指導〔大きい生徒集団に対する指導〕 
① 執行部生徒の指導 
ｱ 委員会の日程調整・場所取り・一般生徒への告知・当日の運営・各団体の利害
調整・部活動や委員への注意など，行事運営のすべてを生徒にやらせる。 
ｲ 普通の生徒が支え合って大きな仕事をするという意識を持たせるようにする。 
⇒「一部のエリート生徒を育て，有能な管理者にする」という指導も可能
だが，そういう指導の元では，執行部生徒が特権意識を持ち暴走しがちに
なり，冷静な自己認識と反省の姿勢が失われ弊害が大きいように感じる。 
ｳ 普通の生徒が支え合うために分業し，自分の仕事にはしっかり責任を持たせる
（裁量を与え，責任も持たせる）。 
ｴ はじめて委員会を仕切る時などは，リハーサルまでやらせて，いかに事前準備
とシミュレーションが大切かを感じさせる。 
② 生徒会役員選挙 
ｱ 執行部生徒ではない一般生徒が運営するので，課題の設定（何をどうやらせる
か）が非常に大切。 
⇒動機付けも大切。「係長を引き受けたクラスは文化祭での使用教室の優先
権が得られる」などの実利的なインセンティブを与えていることは，ボラ
ンティア精神に反するが，社会の役に立つ者が実利を得るということを教
えることに繋がる。また，実利を得ようとして一所懸命努力することが学
びにも繋がっている。 
ｲ 役割分担と仕事内容は教員側で考える。それをどのタイミングでどうやるかは，
生徒に考えさせる。 
③ 文化祭 
ｱ 執行部による保健所・消防署などへの連絡，交番への挨拶なども，生徒が電話
をかけ日程調整をし実際に挨拶や打ち合わせに行く。 
⇒教員は同行する。日程調整や挨拶は，教員がやった方が何倍も楽だし，先
方も安心するが，関係機関には趣旨を理解していただき協力いただいてい
る。生徒にやらせつつも，「生徒の後ろには先生がいる」と先方に感じさせ
ることが大切。それがないと，生徒からの連絡を受ける関係機関は不安に
思い，学校に対する不信感にも繋がる。 
ｲ 文化祭参加希望団体は，プレゼンテーションにて選考。参加団体のセールスポ
イントを考え，それを伝える作業をさせる。 
⇒企画がまとまっていない団体や，プレゼンテーションが一定水準に達しな
い場合は出店を認めない。 
ｳ 一般生徒も生徒会役員にもルールは厳守させ，ルール違反は厳しく対応。 
ｴ 事前準備とシミュレーションの大切さを強調，思いつきで変更することはダメ
だということに指導の力点を置く。 
５ 指導上の留意点 
（1）上手く学びが起こるかどうかは，生徒の実情に合った課題設定がカギ。 
① 生徒に「自分たちが“すべて”行った」と成功を実感させたい。 
② 教員の指示が細かすぎる⇒「やらされた」となる。萎縮して消極的になるおそれ
もある。 
③ 教員の指示が大まかすぎる⇒行き当たりばったりの放漫運営になる。「適当にや
ってもどうにかなる」という良くない経験則を身につける。 
（2）成長することに夢を見させる・自尊心をくすぐる。 
① 出来るようになったことがどれだけすごいのかや，社会や世界との関連づけを少
し大げさに話すなども効果的。 
（3）小さな成功体験をさせて次のチャレンジを導き出す。 
① 「難しいことに取り組んで，もがきながらも解決することこそ面白い」と感じさ
せることで自主性が生まれてくる。 
（4）なぜそれをすべきかの理由を丁寧にことばで生徒に伝えることも大切。 
（5）叱ると褒めるをバランスよく使う。 
 
６ まとめとして 
教員の仕事は，子供を育てることで，未来の社会を作る仕事。 
実際の現場は，不登校生徒への対応や，保護者の要求に丁寧に応え学校の立場を説
明したり，事務仕事も多く，マルチタスクが要求される。 
生徒の成長を実感することは楽しく，やりがいになっている。 
 
 
 
 
